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睡眠時無呼吸症候群

１０秒以上続く無呼吸が

一晩の睡眠中（７時間）に３０回以上、

または、睡眠１時間に平均５回以上

起こるもの。



睡眠時無呼吸症候群の特徴

・睡眠中、いびきをかく

・睡眠中、繰り返し呼吸が止まる

・何時間寝ても熟睡感がなく、昼間眠たい

・朝、目が覚めたとき頭が重い・痛い

・夜中、２回以上トイレに行く

・寝相が悪い

・眠気や居眠りで、仕事の能率が上がらない

・車の運転中も眠気を我慢できない

・居眠り運転のため事故を起こしかけた



睡眠時無呼吸症候群診療の流れ

１.外来受診
問診、簡易型ＰＳＧ検査の実施・予約
または睡眠ポリソムノグラフィー（ＰＳＧ）検査予約

２.睡眠ポリソムノグラフィー（ＰＳＧ）検査
１８：３０までに来院下さい。病室へご案内します。
１９：３０～ 電極などの装着。
２１：００ 記録開始。
翌朝６：００ 記録終了。電極を取り外した後、帰宅。

３.結果説明（検査から約２週間後）
４.治療開始



簡易型ＰＳＧ検査

・鼻と指、腕に装着するだけ

の簡単な検査で、自宅で

も検査が可能です。

・あくまでも簡易な検査で

すので、結果次第では

精密なＰＳＧ検査が必要

となります。



ＰＳＧ検査
簡易検査とは違い、たくさんのセンサーをつけて検査を行います

気流を測定
するセンサー

いびきを感知
するマイク

寝ている時の体の
向きを知るセンサー

血液中の酸素の
濃度を測るセンサー

脳波

眼の動きを
知るセンサー

胸の動きを
知るセンサー

お腹の動きを
知るセンサー





ＰＳＧ検査の実施状況
２００２年１０月から２０１６年３月末まで

ＰＳＧ検査数 ６３４例

男性：４３０例 女性：２０４例

平均年齢：６１．８歳

（男性：６０．７歳、女性：６３．９歳）

ＳＡＳ診断例（ＡＨＩ ５以上）：５９９例

＊ＡＨＩ ： １時間あたりに発生する無呼吸・低呼吸の回数



ＳＡＳ診断例の重症度

軽度（ＡＨＩ 15未満） １３３例

中等度（ＡＨＩ 15～30） ２０７例

重度（ＡＨＩ 30以上） ２５９例

※最大ＡＨＩ：１２９．７

・治療対象（ＡＨＩ２０以上）は、３７９例

・軽度の１３３例中１２９例は、レム睡眠時には

治療を要するＡＨＩ２０以上を示していまし
た。



睡眠時無呼吸症候群の治療

●ｎａｓａｌ ＣＰＡＰ療法

●歯科的口腔内装具

●手術的治療

(口蓋垂軟口蓋咽頭形成術）

●薬物療法

●減量



ｎＣＰＡＰの原理
閉塞型無呼吸症候群 nＣＰＡＰ療法

閉塞型睡眠時無呼吸症候群は、
軟口蓋や舌根の沈下により気道
が閉塞し、無呼吸が発生します。

nＣＰＡＰは鼻マスクを介して、一定
の空気を送り込み、塞がっている
上気道を広げ、開存を補助します。



nＣＰＡＰ導入前後のＡＨＩの変化

平均 43.3

平均 5.7
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検査・入院費用

・ＰＳＧ検査（１泊２日入院）

１割負担 ： 約 ９，４００円

３割負担 ： 約 ２８，０００円

※上記金額は、ＰＳＧ検査入院のみの場合です。

食事代・投薬料などの料金は含みません。

・簡易ＰＳＧ検査（入院なしの場合）

１割負担 ： 約 １，２００円

３割負担 ： 約 ３，５００円


